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多摩同胞会のホームページでは、
ブログを毎日更新しています。
https://www.tama-dhk.or.jp/
をぜひご覧下さい！

◆ 社会福祉法人を考える3

◆ 紙上展覧会

◆ 坂本名誉理事長を偲んで

◆ 施設だより
　　「冬の準備は万端」
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今も昔もこれからも　私たちは家族を支援します

泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター

泉苑ケアセンター
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑

高齢者在宅サービスセンター
・府中市高齢者住宅うらら多磨

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・かんだ連雀高齢者
　　　　　　　在宅サービスセンター
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ
・千代田区立かがやきプラザ
　　　　　　　　　　　相談センター
児童福祉
・子ども家庭支援センターしらとり
・母子生活支援施設白鳥寮
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・府中市子ども家庭支援センターたっち

お母さんの腕に抱かれながらしっかりカメラ目線の生後 1ヶ月の男の子。( きずな )



年 度 平成元（1989）年 平成 11（1999）年 平成 12（2000）年 平成 30（2018）年

事 業 ホ ー ム センター 合 計 ホ ー ム センター 合 計 ホ ー ム センター 合 計 ホ ー ム センター 合 計

正 職 員 52 11 63 52 50 102 54 55 109 43 21 64

準 職 員 0 0 0 3 4 7 14 23 37 48 30 78

常 勤 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 8 12

非常勤 0 0 0 3 4 7 14 23 37 44 22 66

合 計 52 11 63 55 54 109 68 78 146 91 51 142

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130 135 140 145 150 155 160 165 収入計 人件費計 （人件費率）

H元
（1989） ホーム：52 名 セ：11 名 （計 63 名） 503.7 百万円 327 百万円（64.9％）

H11
（1999） ホーム：52 名 センター：50 名 ホ：3

セ：4 （計 109 名） 893.6 百万円 665 百万円（74.4％）

H12
（2000） ホーム：54 名 センター：55 名 ホ P：14 名　セ P：23 名 （計 146 名） 974.8 百万円 716 百万円（73.5％）

H30
（2018） ホーム：43 名 センター：21 名 ホＫ：4名　セＫ：8名 ホ P：44 名　セ P：22 名 （計 142 名） 625.3 百万円 472 百万円（75.5％）

年度 平成元（1989）年 平成 11（1999）年 平成 12（2000）年 平成 30（2018）年

事

業

の

動

き

　措置費は、事務費と事業費に区分され、事務費の 80 ～
90％が人件費であった。人件費は職種ごとに配置基準があ
り、算出総人件費を利用者定数で除したものが基本となり
事務費単価が算出された。配置基準は、原則、常勤正職員
と決められていた。国基準の措置費に加えて東京都は単独
で職員増配置と給与水準の引き上げを行っていた。また昭
和 50（1975）年に全国に先駆けて実施された在宅サービスは、
東京都が独自の施策のもとで実施自治体を補助し、自治体
から在宅サービスは委託された。
　泉苑は、1975 年に開設し、翌年から在宅サービスに取り
組み、平成４（1994）年までは府中市全域のショートステイ、
デイサービス、入浴サービスを１センターで担当した。

　平成元（1989）年ゴールドプラン発表以降、在宅サービスは年々
充実し、泉苑のセンターは特養と同規模の職員体制となった。
　高齢者在宅サービスセンターとしてショートステイ、デイサービス
に加えて、ホームヘルプや訪問食事などの訪問系事業が開始した。
　平成 4（1992）年には、府中市最初の在宅介護支援センター
として、積極的に地域に出向き、相談や調整機能が充実した。

　泉苑は、平成2～3年都道計画によって大規模改修工事を

実施し、施設機能を背景に入所・滞在・通所・訪問とトータル

な在宅サービスを提供し、泉苑全体が地域の拠点となることを

目標とした。在宅介護支援センターは、ホームと在宅を結ぶ接

点でもあった。

　介護保険制度施行初年度。
　特養の介護職は配置基準が３：１となり、東京都の増配置分
が吸収された。常勤換算を認めた報酬単価と公私格差是正事業
の解消により、給与水準の見直しとなった。
　センターに、居宅介護支援専門員（ケアマネジャー）配置の
事業が開始。
　ホームは毎日 2名の夜勤パートにより、複雑多様化する日勤
業務に対応した。
　東京都が一気に独自施策を撤廃したが、府中市は新制度によ
り在宅サービスの水準は下げない方針で、介護保険課と高齢者
福祉課が両輪となり、介護保険制度に移行した。しかし、以後
順次高齢者福祉が保険制度と支援制度にかわり、福祉施策は予
防事業等になっていった。

ホ ー ム：�夜勤パートのほかに、朝食夕食時の短時間パートを
毎日 4名配置。業務分析による間接業務の準職員化
をすすめることが不可避になる。

センター：�市の委託事業が包括支援センターとその関連事業に
縮小し、通所介護は介護保険事業の基準に沿って非
常勤体制となった。

　正職員は平成元年当初とほぼ同数となり、準職員増で多様な
事業を分担している。ちなみに泉苑の事業は、特別養護老人ホー
ムの他にセンターは短期入所生活介護（ショートステイ）と、
通所介護・予防通所介護・認知症対応型通所介護、居宅介護支
援や介護予防支援。地域包括支援センターには本来業務にくわ
えて地域デイや介護予防等が市から委託されている。また地域
公益活動として、法人独自事業の食事サービス等を実施してい
る。正職員（64 名）と準職員（78 名）の計 142 名となっている。

編集：事務局　青木志乃

ホーム：正職員 センター：正職員 準職員（常勤）〔Ｋ〕 準職員（非常勤）〔Ｐ〕

理事長　鈴 木　恂 子－平成３０年間の変　化－〔職員・総論編〕
社会福祉法人 を考える　３

制度に基づく事業の職員体制（職種／職員数／雇用形態／人件費等）は、施策によって大きく左右されます。
ホームの場合：介護保険制度以前は東京都の独自施策により介護職員の増配置やリハビリ職の配置、連携病院などの補助があり、加
えて公私格差是正事業により準公務員的な給与水準の引き上げがありました。介護保険制度施行とともに東京都の独自施策は経営支
援補助金のみとなり、東京の施設は職員体制の見直しを余儀なくされました。また保険制度は非常勤の常勤換算を前提としているた
め、多様な働き方によるシフト勤務と利用者サービスの水準確保に苦慮する状況が続いています。

センターの場合：在宅サービスが充実していた自治体は事業ごとに正職員が配置され、専門性を発揮していました。
全国水準の介護保険制度は兼務や非常勤を前提とした報酬単価となり、ケアマネジャーのプランに基づくサービス提供になりました。

今回は、前号の〔財源〕に続き、泉苑におけるホーム（特別養護老人ホーム）とセンター（高齢者在宅サービスセンター・在宅サー
ビス部門）の職員の動きについて、平成の 30 年間の変化を整理しました。
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展

岩本町岩本町

たっちたっち

泉　苑泉　苑緑　苑緑　苑

きずなきずな

か ん だ
連 雀
か ん だ
連 雀

しらとりしらとり
会覧

　昔は手芸が好きで娘
様の服などを良く縫っ
ていたそうです。今は
手が器用に動かないか
らこれくらいのものが
丁度良く、楽しんで出来たとご満悦でした。（K様）

　生まれも育ちも神
田っ子のご利用者であ
りますが、子どもの頃、
戦争中の疎開の中での
僅かな幸せなひととき
を想い出しながら、塗
り絵の作品を仕上げて
下さいました。（M様）

　「これでいいかしら。
昔は、娘にも作りました。
今はうまくできないけれ
ど…」
毛糸を自身で選び、マフ
ラーの長さや幅も自分の
首元に合わせながら作っ
た作品です。（T様）

　公園で見つけた桜の
花びらでしおりを作り
ました。

　レジン工作はう
まくできるととて
も楽しい！

　しらとり学童の手
作りパン！どんな形
にしようか考えなが
らこねこねしました。

　ステキな鉤針編みの
作品です。

　保育室の皆でハロ
ウィンのマントを作
りました。

　学童の子ども達が
作った個性豊かな作品
たちです。

　グラデーションの
色使いにひと工夫。
力を合わせて作りあ
げました。
（ひだまりの皆さま）

　柿の種の位置に苦
労をしました。
（渡邉　シヅ子様）

　切磋琢磨しながら取
り組みました。それぞ
れの味が出ています。
（深田住江様・

千北優子様）

　マグネットのすてきな町ができまし
た！（ニコくん）

　「魔女の宝石を作ったよ！」（はな）

　広告紙をみんなで選んで、
季節の草花を描いたちぎり
絵です。

　ワンピース、ブラウス、ス
カート…どれもおしゃれで、
本当に着てみたいものばかり
です。

　時間をかけて作った
大作です。

　元号が変わった最初
の書道の活動で書いて
頂きました。

　難しいところは
職員と一緒に作り
完成させました。

　緑苑には「画伯」と
呼ばれるご利用者がい
ます。絵を描く事が大
好きな K さんは、時間
があると職員の写真を
見ながら似顔絵を描い
て過ごしています。そ
の数なんと 50枚以上！
その集大成を今回みど
り展に展示させていた
だきました。
　似顔絵の隣に絵の元
になった写真を飾り見
比べとる「目が似て
る！」「特徴を捉えてる」とご覧になられた方からも大
好評。
　K さんは「恥ずかしいよ」と照れ笑いをしながらもと
ても嬉しそうにされていました。緑苑の職員は半数以上
描きつくしてしまいました･･･
　素敵な似顔絵を描いてくださると思いますので画伯に
似顔絵を頼みたい方は是非写真を持参していらしてくだ
さいね。

介護員　小林　春菜

　お手本通りに色を塗るこ
とが出来ました。

あさひ苑あさひ苑

毎年恒例の紙上展覧会です。
今年も各施設のご利用者の力作をご紹介いたします。
毎年恒例の紙上展覧会です。
今年も各施設のご利用者の力作をご紹介いたします。
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地
球
温
暖
化
が
言
わ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
日
本
に
は
ま

だ
四
季
が
あ
り
ま
す
し
、
冬
も
し
っ
か
り
や
っ
て
き
ま
す
。

冬
の
準
備
は
万
端

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
を
対
象
と
し
た
行
事
を
定
期
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
12 
月
に
は
「
交
流
会
」
と
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
簡
単
な
工
作
を
す

る
「
フ
ァ
ミ
カ
フ
ェ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
行
事
を
企
画
し
て

い
る
の
は
、
提
供
会
員
か
ら
選
任
さ
れ
た
10 
人
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
た
ち
で
、
企
画
の
話
し

合
い
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
そ
の
会
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
交
流
会
で
は
簡
単
に
で
き
る
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
毛
糸
を
ま
い
て
で
き
た

ツ
リ
ー
の
中
に
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
色
と
り
ど
り
の
糸
の
中
か

ら
ぼ
ん
や
り
と
光
る
様
子
は
、
見
て
い
る
だ
け
で
あ
た
た
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
行
事
の
特
色
は
、
参
加
者
の
年
齢
の
幅
が
広
い
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
0
才
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
、
子
育
て
中
の
依
頼
会
員
、
提
供
会
員
は
30
代
か
ら
70
代

の
方
ま
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
工
作
中
、
お
子
さ
ん
た
ち
は
別
室
で
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
た

ち
が
保
育
を
し
ま
す
。
依
頼
会
員
も
お
子
さ

ん
と
離
れ
て
、
工
作
に
集
中
し
た
り
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
て
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
ひ
と
と
き
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
あ
る
時
に
は
、「
お
宅
は

ど
の
あ
た
り
な
の
？
」「
お
子
さ
ん
は
何

歳
？
」
な
ど
の
何
気
な
い
や
り
と
り
か
ら
サ

ポ
ー
ト
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

（
社
会
福
祉
士
）　

田
宮
絢
乃

　

岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
ゲ
ー
ム
大
会
・
映
画
会
・
歌
の
会
・

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
若
い
頃
、
極
真

カ
ラ
テ
の
指
導
員
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
椅
子
に
座
っ
て
出
来
る
健

康
体
操
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
な
か
で
は
冬
に
向
け
て
免
疫
力
を
高
め
る
為
、
血
行
を
良
く
し
て
身
体
を
温
め

る
体
操
で
「
身
体
の
冬
支
度
」
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
肩
甲
骨
を
い
っ
ぱ
い

動
か
し
て
大
き
な
筋
肉
を
刺
激
し
血
行

を
良
く
す
る
こ
と
で
、
身
体
を
は
ゆ
っ

く
り
温
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

あ
る
ご
利
用
者
に
「
と
て
も
身
体
が

温
か
く
な
っ
て
気
持
ち
が
良
い
わ
」
と

言
っ
て
頂
い
た
時
は
、
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
免
疫
力
を
上
げ
る
体
操
は
、

皆
様
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い

ま
す
が
、
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

自
然
と
身
体
は
冬
支
度
を
し
て
い
く
よ

う
で
す
。

　

笑
顔
が
一
番
の
健
康
体
操
な
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
介
護
員　
　

吉
川　

肇

心
も
あ
た
た
か
く

　
　
　
な
り
そ
う
な
工
作

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の

　
　
「
身
体
の
冬
支
度
」 季刊しんあい発行のたびに励ましの

おたよりをいただいていました。

平成 16年度
泉苑敬老のつどい

平成 29年４月 29日
故中城理事長 15年祭
坂本名誉理事長を囲んで。

いつも笑顔をたやさなかっ
た坂本名誉理事長

我さておいて
理事（前泉苑施設長）　福岡　重男

　私は多摩同胞会で約 40 年勤務していますが、言
葉では言い尽くせないほどの様々なことを坂本巌
先生から教えていただきました。
　私の心に一番深く刻まれているのは、「我さてお
いて」という言葉です。これは、坂本先生ご自身
が故中城理事長を陰から支えることで実践されて
いたことと思います。どんな時でも自分の事を考
える前に他の人のことを思いやること、手を差し
伸べて支えることが一番大切な事であるというこ
とです。
　先生は、子どもにも高齢者にもそして職員にも
いつも優しく接してくれましたが、本気で怒った
ことがありました。職員親睦会で秋川の河原でバー
ベキューをしていた時のことです。酔って羽目を
はずした職員を大きな声で叱りつけたのです。そ
の場は、一瞬シーンとなりました。私や他の職員
がちゅうちょして言えなかったことを先生が言っ
て下さったのでした。
　先生は体も決して大きい方ではありませんでし
たが、いつも私を包み込んでくれるようで心がや
すらぎました。坂本巌先生にお会いして、私の人
生観は変わりました。本当にありがとうございま
した。心よりご冥福をお祈りいたします。

福祉の仕事の原点
元白鳥寮施設長　　田口　信一

　坂本名誉理事長は、私にとって社会福祉法人多摩
同胞会そのものでした。1981 年（昭和 56 年）多摩
同胞会に入職し、翌年 4 月、当時施設長でした網代
母子寮（現母子生活支援施設網代ホームきずな）に
異動した時からの上司であり、親代わりのような方
でした。
　網代母子寮は自然に囲まれ、とても家庭的な施設
でした。他業種から転職し、福祉のことがまだよく
わからない時に、坂本施設長から法人創設時の話を
直接伺いました。私はとても感動し、法人の一員と
して、頑張って仕事をしたいと誓いました。
　坂本名誉理事長が泉苑施設長、そして理事長とな
られたのちも、母子寮の時と同じように、何でも相
談できる上司でした。定年退職までの 35 年間、坂本
名誉理事長のおかげで福祉の仕事を続けることがで
きたと感謝しています。ほんとうにありがとうござ
いました。
　坂本巌名誉理事長
のご冥福を心よりお
祈り申し上げます。

坂本巌名誉理事長を偲んで
　去る９月６日、坂本巌名誉理事長が 102 歳の天命を全うし永眠されました。坂本名誉理事長は、
きずな施設長、泉苑施設長を経て、平成 14 年から 24 年まで理事長として務め、法人創設者中城
イマ元理事長とともに多摩同胞会を支えてこられました。
　それぞれの施設で長くかかわった先輩方に坂本名誉理事長との思い出を語っていただきました。

たっち

岩本町



　

台
風
が
去
っ
て
秋
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
10 
月
末
、
手
編

み
の
本
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
Ｍ
様
に
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

「
編
み
物
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
」

「
う
ん
、
昔
ね
。
よ
く
や
っ
た
の
よ
」
と
笑
顔
で
お
返
事
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。

「
何
を
編
ま
れ
て
い
た
ん
で
す
か
」

ペ
ー
ジ
を
指
し
て
「
こ
れ
」

指
し
て
い
た
の
は
マ
フ
ラ
ー
で
「
手
袋
や
セ
ー
タ
ー
な
ん

か
に
比
べ
て
と
て
も
簡
単
な
の
。
針
棒
を
2
本
使
っ
て
ね
、

ど
ん
ど
ん
編
ん
で
い
く
の
。
結
構
楽
し
い
の
よ
。
ま
た
や

り
た
い
な
ぁ
」と
ニ
コ
ニ
コ
と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

そ
れ
な
ら
、
と
片
付
け
て
あ
っ
た
毛
糸
を
引
っ
張
り
出

し
て
Ｍ
様
の
も
と
ま
で
お
持
ち
し
「
こ
れ
で
出
来
ま
す
か
」

と
お
声
が
け
す
る
と
「
あ
ら
ぁ
、
い
い
の
？
じ
ゃ
、
何
を

編
も
う
か
な
ぁ
」
と
先
ほ
ど
よ
り
も
真
剣
に
編
み
物
の
本

を
読
み
込
み
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
日
か
ら
Ｍ
様
、
編
み

物
を
は
じ
め
ま
す
！

ホ
ー
ム
介
護
員
（
介
護
福
祉
士
）　

鈴
木
貴
史

編
み
物
は
じ
め

ま
し
た

連 雀
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風
が
冷
た
く
な
り
、
吐
く
息
も
白
く
な
っ
て
い
よ
い
よ

冬
も
本
番
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ひ
ろ
ば
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
子
さ
ん
た
ち
も
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
パ
ー
カ
ー
、
動
物
柄
の
ス
ウ
ェ
ッ
ト
、
素
敵
な
色
の

ニ
ッ
ト
、
モ
コ
モ
コ
暖
か
そ
う
な
コ
ー
ト
や
ベ
ス
ト
と
暖

か
そ
う
な
服
装
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

し
ら
と
り
ひ
ろ
ば
に
遊
び
に
来
て
く
れ
た
S
君
も
素
敵
な

ベ
ス
ト
を
着
て
寒
い
冬
を
乗
り
越
え
る
準
備
は
バ
ッ
チ
リ

で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
、
私
も
し
っ
か
り
冬
支
度

を
し
て
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
人
に
と
っ
て
は
忙
し
い
時
期
で
す
が
、
子
ど
も
に
と

っ
て
は
楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
の
季
節
。

し
ら
と
り
ひ
ろ
ば
で
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ひ
ろ
ば
へ
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

地
域
支
援
ワ
ー
カ
ー
（
社
会
福
祉
士
）　

金
本
百
合
香

冬
の
準
備
は

完
璧
♪

しらとり

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
信
愛
寮
の
元
気
な
ご
利
用
者
は
、
近

隣
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
ま
で
買
い
物
に
お
出
か
け
に

な
り
ま
す
。

　

冬
が
近
づ
き
気
温
が
下
が
っ
て
く
る
時
期
に
な
る
と
、

よ
く
買
わ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

な
ん
だ
か
お
わ
か
り
に
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は

“
焼
き
い
も
”
で
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
紙
ふ
く
ろ
に

包
ま
れ
た
、
ま
だ
湯
気
が
た
つ
よ
う
な
甘
い
香
り
を
漂
わ

せ
た
焼
き
い
も
を
手
に

「
ほ
ら
、
こ
れ
美
味
し
そ
う
で
し
ょ
う
？
違
っ
た
わ
。
本

当
に
美
味
し
い
の
よ
」
と
嬉
し
そ
う
に
笑
顔
で
話
さ
れ
る

Ｏ
さ
ん
。

　

ご
自
分
一
人
で
召
し
上
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
信

愛
寮
の
お
仲
間
に
お
裾
分
け
し
て
召
し
上
が
る
こ
と
も
多

い
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
Ｏ
さ
ん
の
話
に
よ
れ
ば
、
近
く

の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
ド
〇
キ
〇
ー
テ
の
焼
い

も
が
一
番
美
味
し
い
と
か
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
支
援
員　

佐
藤
晶
彦

温
か
く
て
ホ
ク

ホ
ク
・
・
そ
し

て
美
味
し
い

緑 苑

　

北
山
町
に
住
ん
で
い
る
Ｎ
様
。
夫
婦
二
人
で
「
ナ
チ
ュ

ラ
ル
ラ
イ
フ
」
を
基
本
に
シ
ン
プ
ル
な
生
活
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
若
い
頃
は
二
人
で
イ
ン
ド
な
ど
を
旅
行
し
、
旅
先

で
絵
を
描
い
て
い
た
こ
と
な
ど
、
訪
問
す
る
時
は
い
つ
も

二
人
の
話
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

庭
で
は
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
、
野
菜
を
作

っ
て
い
ま
す
。「
小
さ
な
ナ
ス
だ
け
ど
、
時
々
取
っ
て
食

べ
て
い
る
わ
」と
ナ
ス
を
指
さ
し
て
い
ま
す
。ナ
ス
も
色
々

な
調
理
方
法
が
あ
る
中
で
、
漬
物
に
も
す
る
と
の
こ
と
。

漬
物
は
日
本
の
昔
か
ら
あ
る
保
存
食
。
今
で
こ
そ
一
年
中

野
菜
が
手
に
入
り
ま
す
が
、
季
節
を
感
じ
な
が
ら
、
野
菜

な
ど
を
育
て
、
冬
の
備
え
と
し
て
漬
物
を
つ
く
る
ご
夫
婦
。

訪
問
後
に
「
人
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
何
か
」
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
お
宅
の
一
つ
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
泉
苑

　
（
社
会
福
祉
士
）　

岩
渕
研
哉

秋
の
収
穫
と

　
冬
に
備
え
て

泉　苑

　

最
近
は
、
朝
晩
と
冷
え
込
む
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
冬

の
訪
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
利
用
者
の
皆
様
に
「
冬
と
言
え
ば
何
を
最

初
に
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
」
と
お
聞
き
す
る
と

「
こ
た
つ
に
入
っ
て
渋
い
お
茶
を
飲
む
」

「
熱
々
の
鍋
を
み
ん
な
で
食
べ
る
」

「
み
か
ん
を
お
腹
一
杯
食
べ
る
」
な
ど
、
そ
の
方
ら
し
い

答
え
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

冬
と
言
え
ば
や
は
り
鍋
で
す
よ
ね
！
そ
こ
で
来
月
、
食

事
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
“
お
で
ん
”
の
実
演
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
厳
し
い
寒
さ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、
身

も
心
も
暖
ま
る
熱
々
の
お
で
ん
を
み
ん
な
で
楽
し
め
た
ら

な
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
美
味
し
い
も
の
は
つ
い
つ
い

食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
食
べ
す
ぎ
に
は
注
意
し

た
い
も
の
で
す
ね
。

ホ
ー
ム
介
護
員　

村
尾
陽
海
香

冬
の
訪
れ

あさひ苑

　

き
ず
な
で
は
畑
を
お
借
り
し
て
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に

野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
そ
の
き
ず
な
フ
ァ
ー
ム
で
は
、

現
在
さ
つ
ま
い
も
を

100
株
以
上
育
て
て
い
ま
す
。
10 
月
現

在
で
は
収
穫
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
収
穫
し
、
み
ん
な

で
お
や
つ
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
つ
ま
い
も

の
苗
は
、
地
域
の
方
か
ら
「
子
ど
も
達
の
た
め
な
ら
」
と

頂
い
た
も
の
で
す
。
5
月
頃
に
植
え
、
雑
草
取
り
や
ツ
ル

返
し
（
無
駄
な
根
を
切
っ
て
、
蔓
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
畝

に
の
せ
る
こ
と
）
を
し
な
が
ら
大
切
に
育
て
て
き
ま
し
た
。

　

職
員
の
手
が
行
き
届
か
な
い
時
に
は
、
隣
の
畑
の
方
が

ご
厚
意
で
手
入
れ
を
し
て
下
さ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
方
に
支
え
て
頂
き
な
が
ら
で
き
た
さ
つ
ま
い
も
が
、

大
き
く
甘
く
育
っ
て
い
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

少
年
指
導
員
（
社
会
福
祉
主
事
）　

中
村
綾
花

美
味
し
く

　
　
　
な
あ
れ

きずな



　

酉
の
市
が
終
わ
り
、町
内
会
の
餅
つ

き
が
あ
る
と
、い
よ
い
よ
冬
の
寒
さ
到

来
で
す
。自
宅
か
ら
は
、富
士
山
が
見

え
ま
す
。�

（
泉
苑　

南
佳
代
）

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
始
め
て
か
ら
雪
が

降
る
の
が
今
か
今
か
と
楽
し
み
で
す

（
泉
苑　

石
川
愛
）

　

冬
の
早
朝
の
張
り
詰
め
た
空
気
が

好
き
で
す
。冬
の
寒
さ
が
苦
手
で
す
。

冬
の
お
鍋
は
最
高
で
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

高
野
幸
枝
）

　

焼
き
芋
、お
で
ん
、も
つ
鍋
…
鍋
が

お
い
し
季
節
に
な
り
ま
し
た
。我
が
家

は
、子
供
達
と
賑
や
か
に
鍋
を
囲
み

ま
す
。楽
し
み
で
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

田
中
愛
）

　

神
田
の
名
店
20
店
舗
が
集
ま
っ
た

神
田
カ
レ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。が
、や
は
り
食
べ
な
れ
て
い
る

お
家
カ
レ
ー
が一番
！！

（
緑
苑　

平
岡
貴
弘
）

　

早
番
の
出
勤
時
に
日
の
出
が
体
感

で
き
季
節
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る

の
が
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
で
す
。

（
か
ん
だ
連
雀　

伊
藤
裕
太
） 　

冬
は
服
が
夏
物
に
比
べ
て
重
ね
着

な
ど
を
す
る
の
で
楽
し
み
が
増
え
ま

す
。今
年
は
ど
ん
な
服
を
着
よ
う
か

な
？�

（
岩
本　

松
本
幸
二
郎
）

　

夏
と
冬
と
ど
ち
ら
が
好
き
か
は
私

の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
す
が
、み
な
さ
ん

は
ど
ち
ら
が
お
好
き
で
す
か
？
斯
く

言
う
私
は
秋
が
好
き
で
す
。私
の
食

欲
は
秋
に
限
ら
ず
通
年
も
の
で
す
が

…
。�

（
た
っ
ち　

長
谷
川
朝
生
）

　

朝
、布
団
か
ら
出
る
た
め
に
気
合
い

が
必
要
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。人

間
に
冬
眠
と
い
う
制
度
が
無
い
こ
と

が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、炬

燵
で
ア
イ
ス
を
食
べ
る
冬
、人
間
で
良

か
っ
た
と
思
う
も
の
で
す
。

（
し
ら
と
り　

吉
田
智
咲
）

　

何
歳
に
な
って
も
雪
を
見
る
と
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
す
。今
年
は
ど
の
く
ら
い
雪

が
降
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

（
き
ず
な　

髙
橋
風
子
）

　

12
月
に
な
る
と
補
正
予
算
。年
が

明
け
る
と
次
年
度
の
当
初
予
算
や
事

業
計
画
。年
次
業
務
で
季
節
を
感
じ

る
こ
の
数
年
で
す
。

（
事
務
局　

青
木
志
乃
）

　

常
夏
の
島
で
暮
ら
す
の
が
私
の
夢

で
す
が
、毎
朝
泉
苑
の
屋
上
か
ら
見

え
る
冬
の
富
士
山
の
神
々
し
さ
も
大

好
き
で
す
。（

編
集
長　

上
野
廣
美
）

ニ
ュ
ー
ス
ミ
ニ

ミ
ニ

　

２
０
１
９
年
10
月
２
日
に
東
京
都
社
会

福
祉
協
議
会
内
の
地
域
公
益
活
動
推
進
協

議
会
主
催
に
よ
る
「
社
会
福
祉
法
人
の
地

域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
み
実
践
報
告

会
」
に
て
「
安
心
し
て
豊
か
な
シ
ニ
ア
ラ

イ
フ
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
～
緑

苑
・
安
心
シ
ニ
ア
塾
７
年
間
の
軌
跡
と
役

割
～
」
と
題
し
、
こ
れ
ま
で
の
７
年
間
の

活
動
を
振
り
返
り
、
取
り
組
み
を
報
告
し

て
き
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
塾
は
平
成
25
年
に
地
域
の
シ
ニ

ア
世
代
の
方
々
が
感
じ
て
い
る
不
安
を
安

心
に
変
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
手
作
り

の
連
続
講
座
を
実
施
し
よ
う
と
開
講
し
ま

し
た
。

　

講
座
テ
ー
マ
の
選
考
に
も
苦
慮
し
て
い

た
手
探
り
の
１
年
目
。
毎
回
実
施
の
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
皆
さ
ん
が
何
を
お
聞
き
に
な

り
た
い
か
が
見
え
て
き
て
、
テ
ー
マ
が
絞

り
込
め
て
き
た
２
年
目
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
が
「
受
講
し
た
個
人
の
感
想
」
か
ら

「
講
座
内
容
や
運
営
へ
の
意
見
」
に
変
わ

り
、
参
加
さ
れ
る
皆
様
の
講
座
へ
の
主
体

的
な
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
３
年
目
。
講
座
終
了
後
に

意
見
交
換
や
こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
塾
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
く
「
交
流

会
」
を
開
催
し
、
更
に
皆
様
と
の
距
離
が

近
づ
い
た
４
年
目
。
シ
ニ
ア
事
務
局
と
し

て
有
志
の
方
々
に
企
画
検
討
・
事
前
準
備

等
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た

５
年
目
・
６
年
目
。
そ
し
て
７
年
目
の

２
０
１
９
年
度
は
毎
講
座
50
名
を
超
え
る

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

改
め
て
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
、

ご
協
力
い
た
だ
く
中
で
大
き
く
な
っ
て
き

た
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
信
愛
寮
施
設
長　

野
尻
俊
介
）

青
木
晃
子　

青
野
ま
り　

赤
田
美
恵
子　

赤
林
好
子　

浅
見
ス
ジ

子　

阿
部
才
千
代　

荒
井
迪
子　

有
本
陽
子　

石
井
涼
香　

石
井

久
子　

石
井
宏　

石
坂
ト
メ
ヨ　

市
川
知
子　

井
出
睦
子　

井
上

智
美　

井
上
摩
利
子　

岩
井
建　

上
野
時
子　

植
松
八
千
代　

魚

川
桂
子　

内
保
三
重
子　

内
堀
美
喜　

内
海
真
理　

梅
原
薫　

梅

原
光
洋　

卜
部
和
子　

上
床
晃
代　

榎
本
成
子　

江
戸
か
っ
ぽ
れ

三
味
線　

遠
藤
伊
代　

遠
藤
み
つ
よ　

遠
藤
陽
子　

大
倉
弘
子　

大
島
庸
子　

太
田
久
美
子　

大
坪
イ
ネ
子　

大
野
文
子　

大
場
正

子　

大
原
捷
子　

大
室
千
里　

大
屋
康
夫　

大
類
浩
平　

岡
田
基

子　

小
川
健
治　

奥
山
亜
子　

奥
山
チ
ヤ
子　

オ
コ
サ
の
会　

尾

崎
節
子　

尾
崎
晴
子　

尾
崎
紘
之　

尾
崎
佐
和
子　

音
楽
園　

お
は
な
し
夢
く
ら
ぶ　

小
柳
亜
樹
子　

折
田
浩
一　

海
江
田
紀

久
子　

鹿
島
キ
チ　

鹿
島
千
重
子　

絈
野
美
千
代　

K
a
t
s
u　

K
i
d
s　

加
藤
栄
子　

加
藤
静　

加
藤
規
子　

加
藤
芙
美
子　

加
藤
洋
子　

金
指
真
美　

金
子
武
仁　

神
山
し
げ
子　

亀
岡
紀
知

信　

河
内
と
も
み　

川
崎
雅
人　

菊
池
和
彦　

菊
地
裕
子　

木
下

久
美
子　

き
ず
な
の
手
・
江
戸
川　

ギ
タ
ー
演
奏
に
よ
る
歌
の
会

　

北
島
美
恵
子　

木
谷
教
子　

木
森
哲　

具
嶋
郁
子　

國
定
毅　

久
保
田
摩
耶
子　

久
保
紀
子　

隈
元
与
志
恵　

蔵
内
睦
子　

栗
原

宏
子　

グ
レ
ー
ス
と
宝
石　

黒
川
澄
子　

黒
川
ト
ヨ
子　

弦
間
ま

さ　

小
池
昌
子　

小
石
暁
子　

小
出
晨
一　

小
出
由
美
子　

黄
美

華　

石
澤
圭
子　

国
府
よ
さ
こ
い　

小
久
保
桂
子　

児
島
章
子　

小
島
恵
美
子　

小
島
ユ
ミ
子　

小
島
百
合
子　

ゴ
ジ
リ
ア
ン
・
エ

マ　

後
藤
祐
輝　

小
林
謙
二　

小
林
幸
代　

小
林
照
子　

小
林
真

弓　

小
林
道
子　

小
林
わ
か
子　

駒
ヶ
嶺
秦
秀　

是
永
美
代
子　

今
野
幸
子　

西
郷
美
絵　

斎
藤
千
枝
子　

斎
藤
展
愛　

酒
井
和
子

　

坂
本
越
子　

坂
本
尚
子　

佐
久
間
桂
子　

佐
藤
イ
ソ　

佐
藤
公

子　

佐
藤
な
か
子　

佐
藤
初
江　

佐
藤
秀
和　

佐
藤
翔
太　

佐
野

田
鶴
子　

佐
山
香
織　

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ａ　

椎
名
君
代　

塩
澤
佳
津
子　

重
田
文
子　

篠
田
良
栄　

島
津
た
か
子　

清
水
文
枝　

清
水
光
子

　

清
水
美
砂
子　

下
江
美
鈴　

塩
津
千
鶴　

下
染
屋
囃
子　

下
宏

子　

写
童　

進
藤
登
美
子　

新
村
信
子　

杉
浦
真
智
子　

杉
本
節

子　

鈴
木
暉
子　

鈴
木
瞳　

鈴
木
由
美　

鈴
木
好
枝　

鈴
木
好
子

　

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー　

ス
ワ
ン　

瀬
戸
貞
子　

髙
倉
祥

子　

高
橋
恭
子　

髙
橋
ヤ
ヨ
イ　

瀧
澤
千
登
勢　

滝
沢
冷
子　

多

喜
田
操
子　

竹
内
由
美
子　

田
島
み
よ　

舘
川
敏
代　

田
中
典
子

　

谷
敦
子　

田
部
美
智
子　

武
野
純
子　

田
村
知
江
子　

丹
野
由

紀
子　

千
葉
芳
子　

土
屋
と
き
枝　

堤
明　

寺
町
律
子　

東
京
都

立
農
業
高
等
学
校
児
童
研
究
部　

童
謡
唱
歌
の
会　

戸
島
正
子　

栃
谷
さ
き　

中
垣
春
代　

長
澤
道
子　

長
島
広
美　

中
田
夏
枝　

中
野
渡
と
み
子　

中
村
千
代
子　

中
村
美
佐
江　

中
村
恭
俊　

中

山
伊
久
子　

中
山
寿
美　

那
須
史
子　

西
村
珠
美　

二
宮
澄
子　

根
釜
洋
子　

根
岸
路
子　

野
坂
昭
弘　

能
登
す
み
子　

橋
場
昭　

長
谷
川
和
子　

長
谷
川
志
津
子　

林
田
美
樹　

林
比
典
子　

原
田

君
枝　

早
矢
仕
房
男　

原
田
康
子　

原
俊
江　

樋
口
よ
し
子　

久

島
な
る
子　

日
髙
千
敦
子　

平
泉
順
子　

平
岡
美
津
子　

平
松
ふ

じ
子　

広
木
き
く
江　

深
澤
眞
紀　

深
堀
紀
美
子　

福
田
佐
代
子

　

藤
田
京
子　

船
岡
栄
子　

舟
見
三
佐
子　

古
園
絢
子　

保
坂
良

子　

星
野
若
佐　

細
木
南
美　

細
谷
明
美　

堀
江
深
雪　

孫
田
一

昭　

政
所
優
季　

町
田
知
行　

松
下
朗　

松
下
健　

松
田
恵
子　

松
実
宏
枝　

丸
田
の
ぶ
子　

三
坂
和
子　

ミ
ゾ
グ
チ
リ
カ　

三
輪

孝
子　

宮
崎
清
子　

武
蔵
和
駒　

村
井
福
子　

村
岡
栄
美
子　

明

治
安
田
生
命　

茂
木
賛　

本
野
幸
子　

百
瀬
洋
子　

守
屋
貴
美
子

　

森
脇
敦
子　

八
重
の
会　

矢
崎
英
子　

栁
澤
梅
子　

山
崎
キ
ヌ

子　

山
田
一
丸　

山
田
ケ
イ
子　

山
野
栄
治　

山
本
恵
美
子　

山

本
峯
子　

山
森
貞
枝　

鑓
溝
千
寿
子　

ゆ
う
か
フ
ァ
ミ
リ
ー　

ユ

ー
ロ
ク
リ
ア
・
バ
ン
ク　

横
尾
美
知
子　

横
山
真
智
子　

吉
岡
秋

夫　

吉
木
京
子　

吉
竹
佐
紀　

吉
田
ヒ
サ
子　

吉
田
陸
子　

吉
本

栄
子　

米
山
秀
子　

る
り
ま
つ
り
の
会　

朗
読
赤
十
字
奉
仕
団　

ワ
イ
ピ
オ
ホ
ワ
イ
エ
ア
ロ
ハ　

若
葉
会　

脇
山
令
子　

渡
辺
一
恵

　

渡
邊
恵
子　

國
定
毅　

渡
邉
弘
子　

渡
辺
浩
美　

渡
邉
房
子　

渡
辺
守

（
２
０
１
９
年
９
月
～
２
０
１
９
年
11
月
）

あ
か
し
や
会　

㈲
秋
山
酒
店　

株
式
会
社
デ
ィ
ス
ク
ガ
レ
ー
ジ 　

（
株
）P

－

I
N
T　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
若
松
絆
の
会　

国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
あ
き
る
野　

斎
藤
次
男　

佐
藤
佳
須
美　

㈱
三
晃
須
藤

光
忠　

塩
澤
佳
津
子　

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

　

浅
間
町
二
丁
目
自
治
会　

浅
間
町
婦
人
会　

高
砂
会　

髙
橋
利

夫　

田
辺
十
二
子　

ち
よ
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

永
井
よ

し
子　

な
で
し
こ
フ
レ
ン
ズ　

庭
商
店　

福
士
慈
稔　

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
農
業
う
ら
の
畑　

三
菱
商
事
株
式
会
社　

緑
町
三
丁
目
自
治

会　

緑
町
陸
月
会　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会　

メ
リ
ー
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
カ
ム
パ
ニ
ー　

老
人
ク
ラ
ブ
東
桜
会　

若
松
町
関
ノ
原

自
治
会　

（
２
０
１
９
年
９
月
～
２
０
１
９
年
11
月
）

最優秀事例の特別賞は惜しくも
逃しましたが大きな拍手と賞状
をいただきました。

介護に関するご相談は無料ダイヤルで！

季刊しんあい112 号

10

　

法人ウェブサイトは
こちら

Facebook 更新中 採用情報サイトは
こちら

・泉苑　　　老後支援 24 時 間

・あさひ苑　福祉にっこり24時間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
・
御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※ 111号でご紹介しました「ボランティアグループ写童」は、写真を趣味とした方々のグループでした。訂正してお詫びいたします。


